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待した程の所見を認めなかった。
〔追加〕 内田(銚子市〉
一側「ペノLテスJ氏病を免荷装具を装着して治療
中，約 l年余を経て，他側に「ペノレテスj様菱化を
呈し学童のため，両側に免荷具を装着する事が出来
ず，仕方なく放置した 1例を経験した。
〔質問〕 板倉(船橋市〉
ロイシンを用いたら如何，先天股脱との関係は知
何。
〔答7山崎
ロイシン使用の経験はなし、。この疾患に現在の薬
剤が効果があるとは思わないので使用しない。先天 
股脱との関係は項を更めで述べたし、。只此の点に就
いては名倉博士の説を尊びたし、。
，17. 神経性関節症の 1例
斎藤 弘(国立千葉病院整形〉
脊椎関節，両肘関節，右股関節及び左膝関節の大
関節に多発した神経性関節症の 1例についてのベ
た。その「レJ線像は各部{才により本症の初期像よ
り，高度の~化迄，各段階に亘る所見を示している
が，右肘関節に最も高度の安化が見られた。木例は
知覚異常，指祉の愛形を欠き，又梅毒血清反応も陰
性であり，その他各所見も特別な異常を認めず，そ
の原疾患を明確にすることは出来なかった。
〔追加〕 新井
神経性関節症の 2例を追加する。 
1例は 48才の男子， rレJ線所見，全身的，局所
的所見並びに組織学的所見より脊髄空洞症による
fシヤノLコー  J関節症と判明した。
他の 1例は， 53才女子， rレJ線及び各種検査の
結果，脊髄虜による関節症と判明した。
18. 宋梢神経興奮伝導速度に就て
坂本博道
神経興奮伝導速度は神経線維の興奮性を鋭敏に表
すと言われてしる。その臨床的応用を企図し，各種
麻輝患者及び正常人の伝導速度を測定した。この測
定値は毎回広範囲に動揺しこれより人体尺骨神経の
伝導速度は各種環境条件に影響される事を知った。
此等の内温度に就き冷却，力日温を，循環障碍に就
き阻血の各実験を行い，後者の影響が温度の影響よ
り大である事を知った。
この事実は阻血に依る体温低下の他に酸素其他の
代謝障碍が人体神経興奮伝導速度に影響を叉ぼす事
を示唆するものと忠われる。
以上を麻癒患者の実例をあげて示し，府、痔側伝導速
度は患部体温調節機能失調のため甚はだしく温度の
影導響を受ける事実に就き，実測に当つての注意を
喚起した。
19. 脊髄1生小児麻揮に対する低周直角波治療
金坂圭章
脊髄性小児麻癒に低周直角波による脊髄通流を施
行し，治療前後の筋電図所見及び臨床成績に就て報
告する。
筋電図的にも，臨床的にも治療後は相当好転を示
しており，不愛例を見るに，筋萎縮が高度で患肢が
全然動かぬ重症例で，筋電図にでも，スパイグ放電
を検出しえぬ状態で，凡ての前柱細胞の高度の破壊
を思わせた。
叉 1年後の遠隔成績を見るに，増悪せるものはな
く，多少にか Lわらず改善が見られ，之等の事は，
低周波通流が効果の面よりみて，決して一過性のも
のでなく，木通流により，筋を再生に都合の良い条
件に持ってゆく事は，中止後に於ても軽快の傾向を
示す事が認められ，木疾患の麻痔自体に対する治療
として，叉，続いて起る誘発~型の防止に効果を認、
めた。
20. 電流治療，基礎的研究
奥田八雄 
麻痛性疾患に対する低周波通流の作用機序を検索
した所，顔面神経麻痔では陽極通流により神経，筋 
の関値は小となり，脊髄性小児麻痔に於し、ても脊髄
通流に依り H 波の閥値は小となる。いづれの場合
に於ても陽極通流は興奮性を充め，陰極通流は低め 
る作用を示す。この所見は通流第3作用の知見に通
ずる。
又通流時の陰陽両極下の皮膚温の~化を観たので
ある。正常人，麻揮性疾患の代表として脊鯖性小児
麻痔の三頭腕筋上に電極を置いた際に両極下の皮膚
温は 20 ~30Cの上昇を示し，極から 10cm離れる
と， その傾向は小さく， 140cmでは殆んど影響を
受けーなし、。脊髄通流では局所通流より影響は少な
い。教室坂本に依れば皮膚と末梢神経興奮伝導速度
は同方向の菱化を示すと言う。従って通流の作用機
序として第3作用，刺激効果の外に，温度の菱化と
言う新Lい分野を期待される。
